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町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
当
選
の
栄
に
浴
し
、

３
期
目
と
な
る
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
福
岡
県
・
大
分
県
を
中
心
と
す
る
九
州
北
部
で
発
生
し
た
「
九

州
北
部
豪
雨
」
の
ほ
か
、台
風
の
襲
来
や
震
度
５
強
を
超
え
る
地
震
も
各
地
で
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
10
月
に
襲
来
し
た
台
風
21
号
の
豪
雨
や
暴
風
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
今
後
も
自
然
災
害
を
常
に
意
識
し
た
防
災
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
」
の
将
来

像
は
、「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊
か
な
自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
〜
」
と
い
た
し
ま
し
た
。人
・
地
域
・
産
業
や
各
種
団
体
・
活
動
な
ど
、
す
べ

て
の
元
気
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
と
共
生
す
る「
安
全
・
安
心
」な
暮
ら
し
を
基
本
に「
に
ぎ
わ
い
」の
あ
る
、「
人
・

地
域
の
元
気
」
を
生
み
出
す
ま
ち
を
目
指
し
、
前
期
５
年
間
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
健
康
増
進
・
生
涯
現
役
の
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
子
育
て
・
教

育
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
重
点
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
で
も
、「
健
康
が
笑
顔
を
つ
く
り
、
幸
福
の
基
礎
と
な
る
」
の
も
と
、
健
康
増

進
事
業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ま
た
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、皆
さ
ま
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
紀

北
健
康
セ
ン
タ
ー
」
も
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
を
活
用
し
た
健
康
増
進
事
業
や
「
ち
ょ

い
減
ら
し
＋
10
」、「
き
ほ
く
活
活
体
操
」、「
み
ん
な
で
い
こ
か
！
総
合
健
診
」、「
が

ん
検
診
」
な
ど
の
各
種
事
業
を
進
め
、「
生
涯
現
役
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
紀
北
町
」

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

紀
北
町
長   

尾
上  

壽
一

プ
ラ
ス・
テ
ン



広報きほく2018年1月号3

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
る
消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
の
拠
点
と
な
る
消

防
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年
「
海
山
消
防
署
」
の
移
転
整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
本
年
は
「
紀
伊
長
島
消
防
署
」
の
移
転
整
備
を
行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
常
備
消
防
の
２
つ
の
拠
点
施
設
が
盤
石
な
施
設
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
迅
速
な
活
動
が
可
能
と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
が
確

保
さ
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
に
対
応
し
た
避
難
路
や
避
難
場
所
な
ど
の
整
備
、
自
主
防
災

会
と
の
連
携
や
防
災
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
域
で
生
活
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
災
害

に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
日
頃
の
訓
練
や
準
備
を

怠
る
こ
と
な
く
、
常
に
災
害
を
意
識
し
力
を
結
集
し
て
そ
の
対
策
を
進
め
、「
み
ん

な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
元
気
な
紀
北
町
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
す
ば
ら
し
い
地
域
資

源
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

地
域
資
源
の
恵
み
を
受
け
た
本
町
の

誇
る
農
林
水
産
業
の
振
興
を
関
係
団

体
や
民
間
事
業
者
の
方
々
と
と
も
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
商

品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
商
工
観

光
産
業
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

一
方
、
熊
野
古
道
や
銚
子
川
、
町

内
に
点
在
す
る
造
形
芸
術
、
祭
、
食
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
本
町
の
魅
力
が
注

目
さ
れ
る
中
、こ
れ
ら
を
集
客
交
流
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、「
始
神
テ
ラ
ス
」、「
道

の
駅
紀
伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
」、「
道
の
駅
海
山
」
を
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、

物
産
・
食
・
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き
行
い
街
中
に
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
町
外
に
お
い
て
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、
地
域
が
に
ぎ
わ
い
、
人
が
交
流
す
る
元

気
な
紀
北
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
全
体
で
育
て
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
生

き
る
力
」
の
育
成
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
「
英
語
教
育
の
充
実
」
な

ど
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
楽
し
み
な
が
ら
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
切

れ
目
な
く
「
子
育
て
・
教
育
施
策
」
を
進
め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら

れ
る
元
気
な
紀
北
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
紀
北
町
は
合
併
か
ら
13
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
一
体
感
の
醸
成
も
進
み

つ
つ
あ
り
、
皆
で
紀
北
町
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
住
民
の
皆
さ
ま
の
目
線
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
」
行
政
運

営
を
着
実
か
つ
積
極
的
に
進
め
、
紀
北
町
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

む
す
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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。
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12
月
１
日
に
開
か
れ
た
平
成
29
年

第
７
回
紀
北
町
議
会
臨
時
会
で
議
長

と
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙

の
結
果
、
議
長
に
家
崎
仁
行
議
員
、

副
議
長
に
大
西
瑞
香
議
員
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
紀
北
町
議
会
議
長

家
崎　

仁
行

○
紀
北
町
議
会
副
議
長　

大
西　

瑞
香

○
総
務
産
業
常
任
委
員
会
（
８
名
）

入
江　

康
仁
（
委
員
長
）

奥
村　

武
生
（
副
委
員
長
）

原　
　

隆
伸

樋
口　

泰
生

家
崎　

仁
行

玉
津　
　

充

東　
　

清
剛

中
津
畑　

正
量

○
教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
８
名
）

太
田　

哲
生
（
委
員
長
）

平
野　

隆
久
（
副
委
員
長
）

岡
村　

哲
雄

大
西　

瑞
香

谷　
　

節
夫

奥
村　
　

仁

瀧
本　
　

攻

近
澤　

チ
ヅ
ル

○
議
会
運
営
委
員
会
（
６
名
）

瀧
本　
　

攻
（
委
員
長
）

玉
津　
　

充
（
副
委
員
長
）

奥
村　
　

仁

入
江　

康
仁

平
野　

隆
久

中
津
畑　

正
量

○
三
重
紀
北
消
防
組
合
（
４
名
）

原　
　

隆
伸

入
江　

康
仁

家
崎　

仁
行

平
野　

隆
久

○
紀
北
広
域
連
合
（
６
名
）

太
田　

哲
生

瀧
本　
　

攻

近
澤　

チ
ヅ
ル

入
江　

康
仁

家
崎　

仁
行

奥
村　

武
生

○
荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
（
５
名
）

谷　
　

節
夫

奥
村　
　

仁

太
田　

哲
生

東　
　

清
剛

中
津
畑　

正
量

○
農
業
委
員
会
委
員
（
２
名
）

太
田　

哲
生

入
江　

康
仁

○
監
査
委
員
（
１
名
）

樋
口　

泰
生　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

町からのおしらせ　～ Information ～

正
・
副
議
長
お
よ
び

各
常
任
委
員
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

家崎　仁行　議長大西　瑞香　副議長

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
の
発
展
と

議
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
７
回

紀
北
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
第
13
代
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域
産

業
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
、
地
域
全
体
の
活
力
低
下
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波

に
備
え
た
安
心
、
安
全
な
対
策
も
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
議
会
に
対
す
る
関

心
は
、
極
め
て
大
き
く
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
期
待

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
紀
北
町
議
会
と
な
る
た

め
、
議
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
議
会
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
議
会
が
本
来
担
っ
て
い
る
役
割
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
議
員
自
ら
研
さ
ん
を
深
め
、
町
当
局
と
の
真
摯
な
議

論
に
よ
り
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、
本
町
の
発
展
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
紀
北
町
議
会
に

対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ん
し

家
崎  

仁
行
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紀
北
町
で
は
婚
姻
後
、
町
内
に
住

居
を
構
え
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
住

居
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
世
帯

①
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
受
理

さ
れ
た
方

②
夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
が
３
４

０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

※

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
世
帯
の
所
得
か
ら
そ

の
年
間
返
済
額
を
控
除
し
ま
す
。

③
対
象
と
な
る
住
居
が
紀
北
町
内
に
あ

る
こ
と

④
他
の
公
的
制
度
の
家
賃
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

※

他
の
地
方
自
治
体
の
制
度
の
助
成

を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
と
な
る
費
用

新
婚
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
平

成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
に
支
出
し
た
次
の
も
の

①
住
宅
物
件
の
購
入
費
、賃
料
、敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

②
引
っ
越
し
業
者
な
ど
へ
の
支
払
い

費
用

※

た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
額

を
賃
料
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

◆
補
助
限
度
額

１
世
帯
あ
た
り
24
万
円

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回

対
象
と
な
る
「
世
帯
の
婚
姻
期
間
」

と
「
費
用
の
期
間
」
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室　

福
祉
保
健
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
病
気
や
け
が

で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

に
年
金
を
支
給
し
、
あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
未
加
入
期
間
や
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
あ
の
時
に…

」
と
後
悔
す
る
前
に
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆
加
入
手
続
き

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、

住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年

金
窓
口
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
方
も

同
様
で
す
。

※

現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
改
め
て
手
続
き
を
行

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は

　

学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
」
な
ど
、
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
区
町
村
の
国
民
年
金
窓

口
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
年
金
事
務
所

℡（
22
）
２
３
４
０

本
庁
住
民
課
国
保
・
年
金
係

℡（
46
）
３
１
１
７

海
山
総
合
支
所
住
民
室

国
保
・
年
金
係

℡（
32
）
３
９
０
２

町からのおしらせ　～ Information ～

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金

〜
結
婚
さ
れ
る
方
々
の

　
　
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
〜

新
成
人
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

被保険者
の種類

加入
する方

加入
手続き

保険料

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

20歳以上60歳未
満の自営業の方、
農林漁業の方、学
生の方など

市区町村の国民
年金窓口へ行き
手続きを行いま
す。

自分で納めます。
収入が少なく保険
料の納付が困難
なときは
学生…学生納付
特例制度
50歳未満…納付
猶予制度
自営業など…保
険料免除制度が
あります。

厚生年金の加
入者（会社員）

勤務先が手続き
を行います。厚生
年金に加入する
と同時に、国民年
金にも加入する
ことになります。

厚生年金の保険
料は給与から天
引きされますの
で、別に国民年
金保険料を納め
る必要はありま
せん。

第2号被保険者
（配偶者）の勤務
先で手続きを行
います。

第2号被保険者
が加入する制度
全体で負担する
ため、国民年金
保険料を自分で
納める必要はあ
りません。

厚生年金の加
入者に扶養さ
れている20歳
以上60歳未満
の配偶者
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１
月
は
、
第
１
水
曜
日
が
収
集
の

休
業
日
（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）

に
あ
た
る
た
め
、
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類

や
金
属
類
、
古
紙
な
ど
が
出
せ
る
水

曜
日
の
収
集
日
が
、
他
の
月
よ
り
一

週
間
ず
れ
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
水
曜
日
が
収
集
日
に
該
当
す

る
地
区
で
は
第
２
水
曜
日
に
収
集
し

ま
す
。
第
２
、
第
３
、
第
４
水
曜
日

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
一
週
間
ず
れ

て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
済
み
の
「
家
庭

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
も
再
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
下
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
16
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

▽
場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

▽
相
談
員　

精
神
科
医
師
（
熊
野
病
院
・
尾
鷲
診

療
所　

大
谷
英
行
医
師
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
対
象

本
人
・
家
族
・
地
域
関
係
者
な
ど

※

現
在
精
神
科
で
通
院
治
療
を
受
け

て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

▽
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
月
）

※

電
話
に
て
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
順
と
な
り
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
保
健
所
保
健
衛
生
室

健
康
増
進
課　

大
西
・
松
島

℡（
23
）
３
４
２
８

町からのおしらせ　～ Information ～

精
神
科
医
師
に
よ
る

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』

いろいろなこころの悩みがある。

ストレスが気になる。

職場や学校、家庭での人間関係がうまくいかない。

自分自身について悩みや不安があって困っている。

家族の性格や行動について心配がある。

こんな悩みを抱えていませんか？

１
月
は
ご
み
収
集
日
が
異
な
り
ま
す

【
水
曜
日
の
収
集
は
第
２
週
か
ら
】

１月の各地区収集日（水曜日に収集するごみ）

収集地区 金属類の日ガラス・
陶器類の日 古紙の日

西長島・三野瀬・東長島・赤羽
10 日

（第 2水曜日）
24 日

（第 4水曜日）

17 日
（第 3水曜日）

31 日
（第 5水曜日）

※可燃ごみは年始の休業日を除き通常どおりです。

10 日
（第 2水曜日）

17 日
（第 3水曜日）

24 日
（第 4水曜日）

17 日
（第 3水曜日）

24 日
（第 4水曜日）

31 日
（第 5水曜日）

相賀・渡利・本地・桧町・桜町・汐見・
前柱・小浦

引本浦・上里・馬瀬・河内・細野

島勝浦・白浦・矢口浦・長浜

31 日
（第 5水曜日）

10 日
（第 2水曜日）

船津・中新田・新田・中里・小松原・小山浦・
藤ノ木・便ノ山・宇山・鷲下・木津
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地
球
に
や
さ
し
い
お
買
い
物
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
エ
コ

マ
ー
ク
な
ど
が
付
い
た
「
環
境
ラ
ベ

ル
商
品
」、「
地
元
・
旬
の
も
の
」、「
つ

め
か
え
商
品
」、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
」
な

ど
の
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
商
品

を
購
入
し
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

総
勢
２
５
５
名
様
に
す
て
き
な
商
品

が
当
た
り
ま
す
。

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

１
月
12
日
（
金
）
〜
２
月
11
日
（
日
）

▽
応
募
方
法

　

左
記
２
次
元
コ
ー
ド
、
東
海
三
県

一
市
グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
、
県
内
協
力
店
舗
内

に
あ
る
応
募
は
が
き
に
て
応
募
で
き

ま
す
。

◆
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

「
東
海
グ
リ
ー
ン
購
入
」
で
検
索

東
海
三
県

一
市
グ
リ
ー
ン

購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
問
い
合
わ
せ
】

東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
（
三
重
県
環

境
生
活
部
地
球
温
暖
化
対
策
課
内
）

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
３
６
６

　

ビ
ル
や
工
場
な
ど
の
蛍
光
灯
や
水

銀
灯
な
ど
の
照
明
器
具
の
安
定
器
、

電
源
設
備
な
ど
の
変
圧
器
（
ト
ラ
ン

ス
）
や
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
は
、※

Ｐ
Ｃ

Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
が
使
用

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
な
ど
に

つ
い
て
は
、
早
い
も
の
で
は
平
成
33

年
３
月
31
日
ま
で
が
処
分
期
間
と
な

り
ま
す
。
こ
の
処
分
期
間
を
過
ぎ
る

と
事
実
上
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電

気
機
器
な
ど
が
使
用
ま
た
は
保
管
さ

れ
て
い
な
い
か
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
な
ど
に
つ
い
て

　

確
認
方
法
、
処
分
期
間
、
保
管
お

よ
び
処
分
に
向
け
た
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
早
期
処
理
情
報
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
認
作
業
に
つ
い
て
は
、

電
気
設
備
を
管
理
し
て
い
る
電
気
主

任
技
術
者
ま
た
は
管
理
会
社
・
団
体

に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
接
触
な

ど
に
よ
り
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
非

常
に
危
険
で
す
の
で
、
使
用
中
の
電
気

設
備
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
場
合

　

三
重
県
な
ど
へ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
届
け
出
に
つ
い
て
は
、

三
重
県
窓
口
に
ご
相
談
い
た
だ
く
か
、

三
重
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ

特
別
措
置
法
に
関
す
る
届
け
出
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
関
す
る
全
国
相
談
窓
口

公
益
財
団
法
人
産
業
廃
棄
物
処
理
事

業
振
興
財
団

℡
０
１
２
０
（
９
８
５
）
０
０
７

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
平
成

30
年
３
月
30
日
ま
で
）

届
け
出
に
関
す
る
こ
と

三
重
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
局

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
７
５

紀
北
地
域
活
性
化
局
環
境
室

℡（
23
）
３
４
６
９

町からのおしらせ　～ Information ～

東
海
三
県
一
市

グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
ず
は
確
認
を
！

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

©グリーン購入ネットワーク

※ＰＣＢは、熱分解しにくい、絶
縁性が高いなど、化学的に安定
した性質を持っているため、過
去に変圧器（トランス）やコンデ
ンサーなどの電気機器、照明器
具の安定器などに利用されてき
ましたが、その毒性が社会問題
化し、昭和47年には製造や新た
な使用が禁止されました。

変圧器（トランス）

コンデンサー安定器

PCB 使用安定器を使用した照明器具の例
（日本照明工業会HPより）

【照明器具に使用されている安定器の例】

蛍光灯器具
（オフィス・教室用等）

水銀灯器具
（高天井用・道路等）

低圧ナトリウム灯器具
（トンネル等）
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日時　1月 7日（日）午前 10 時 30 分～（受付：午前 10 時～）
場所　海山公民館
対象　平成 9年 4月 2日～平成 10 年 4月 1日生まれの町民の方
　　　平成 25 年 3月に町内の中学校を卒業された方

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

　ＮＨＫ津放送局と紀北町では、紀北町立海山公民館開館30周年を記念して「上方演芸会」の公開録音を実施します。この
演芸会では、上方芸人による漫才・漫談など、上方ならではの話芸の数々をお届けします。
　観覧をご希望の方は下記の方法でお申し込みください。

出演　【１本目】三吾・美ユル　青空　
　　　 【 2本目】ザ・ぼんち　ボルトボルズ
日時　３月 16 日（金）開演：午後６時 30 分
　　　（開場：午後６時～※午後８時終演予定）
場所　海山公民館
司会　吉田　真人（NHK大阪放送局アナウンサー）
入場料　無料
申込方法　郵便往復はがきに必要事項を記入のうえ、お申
　　　　　し込みください。
【往信表面】 〒514-8531　NHK津放送局「上方演芸会」係
【往信裏面】 ①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
【返信表面】 ①郵便番号　②住所　③名前
【返信裏面】何も書かないでください。
　　　　　 ※抽選結果を印刷してご返送します

申込期限　２月 16 日（金）必着
※郵便往復はがき以外での応募や、記入もれのあるはがき
は抽選の対象外となりますのでご注意ください。
放送予定　未定
決まり次第NHK津放送局ホームページでお知らせします。
※応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（１枚で２名
様入場可）をお送りします。
※満１歳以上のお子さまから入場整理券が必要です。
※インターネットオークションなどでの転売を目的とした
お申し込みは固くお断りします。
※当選はお１人様１通とさせていただきます。
※応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡の
ほか、NHKでは受信料のお願いに使用させていただくこと
があります。

紀北町立海山公民館開館30周年記念
「上方演芸会」公開録音

問い合わせ　NHK 津放送局  ℡ 059-229-3000 / 平日  午前 9時 30 分～午後 6時＜12 月29日～1月 3日は除く＞
　　　　　　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡ 46-3125

開催日

3/16
（金）

紀北町成人式のご案内
開催日

1/ 7
（日）

昨年の成人式の様子



広報きほく2018年1月号9

日時　1 月 15 日（月）　午後 1時 30 分～ 3時 30 分
場所　社会福祉会館　1階
対象　家族・本人、認知症に関心のある方

講演
　「地域連携室の仕事ってどんな事？」
講師
　尾鷲総合病院地域連携室　室長・看護師長　森本咲子氏
特別講演
　「地域包括ケア体制について」
講師
　産業医科大学医学部公衆衛生学教室　教授　松田晋哉氏

日時
　１月 25 日（木）午後６時 30 分開演
場所
　老人福祉センター
共催　
　紀北町・紀北医師会・尾鷲歯科医師会・紀北薬剤師会・
　尾鷲市

住民公開講座
～住み慣れた町で自分らしい生活を～

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡ 46- 3122　海山総合支所福祉環境室福祉保健係　℡ 32- 3904

開催日

1/25
（木）

　紀北教育文化事業として、シンガーソングライターの「う～み」さんによ
るコンサートを行います。心に響く歌の数々をお楽しみください。
日程　1 月 20 日（土）
開演　午後 1時（開場  午後 0時 30 分）
場所　紀北教育会館　１階ホール
料金　無料

じんけんコンサート
あなたに会えてよかった

問い合わせ　紀北教育研究所　℡ 32- 3500

開催日

1/20
（土）

　介護のコツや情報を得たり、悩み・不安を話し合える仲間づくりに
家族のつどいをお役立てください。別フロアでは、どなたでも利用で
きる「さくらんぼカフェ」を同時開催します。「さくらんぼカフェ」は
認知症生活応援ボランティア「さくらんぼ」さんたちが運営します。
相談中の家族に代わり認知症の方の話し相手なども行いますので気軽
にご参加ください。

『認知症の方を介護する家族のつどい』
～みんなの憩いの場～『さくらんぼカフェ』同時開催

問い合わせ　ほうかつ　℡47- 0517　ほうかつ海山　℡33-0517

1/15
（月）

開催日

さくらんぼカフェ

【イベント】
○神楽・しの笛の披露
○きほく活活体操
　　　　　　　　　　など

【利用料】
100円
（お茶代＋お菓子代
として）

どなたでも参加OK！
※会場は、社会福祉会館 2階です。
※終了は午後 3 時ごろです。

★
★
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　紀北町社会教育振興大会を開催します。また、記念行事として下記のとおり講演会を開催します。入場は無料で事前申し
込みは不要です。ぜひご来場ください。

日時　2 月 4 日（日）　午後 2時～ 3時 30 分　　　　場所　東長島公民館 2階研修室
講師　三石　学（みえ熊野学研究会　委員長）　　　演題　『なぜ紀勢本線の全線開通は遅かったのか』

紀北町社会教育振興大会開催

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡ 46-3125

開催日

2 / 4
（日）

日時　2月 3日（土）午前 9時～午後 8時
　　　2月 4日（日）午前 9時～午後 3時
場所　東長島公民館

　紀伊長島地区の公民館講座、サークル活動の成果発表の場として、合同作品展を開催します。
　温かみのあるさまざまな作品を展示します。ぜひお越しください。

公民館合同作品展
いきいき子ども学園作品展も同時開催

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

2/3・4
（土・日）

開催日
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選考方法
　小論文試験（紀北町地域包括支援センター正規職員希望
　の方のみ）・面接試験・教養試験

提出書類（各１通）
　受験申込書・履歴書・資格証書・運転免許証の写し
※受験申込書などは、紀北町社会福祉協議会本所で交付

採用予定日
　平成 30 年４月１日

※お問い合わせをお待ちし
ております。給与などの詳
細については、インターネッ
トにてハローワークなどに
記載しております。

　町営住宅・特定公共賃貸住宅の入居希望者を募集します。応募基準などは次のとおりです。
応募期間　随時
応募基準　先着順で入居者を決定します。また、入居申込者（同居者含む）が暴力団員で　
　　　　　あるときは申し込みできません。それぞれ応募基準など異なります。
　　　　　※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　本庁建設課管理係　℡46-3120　海山総合支所産業建設室土木係　℡32-3903

町営住宅募集棟 家賃募集戸数・間取り

特定公共賃貸住宅募集棟 家賃募集戸数・間取り

あけぼの団地 A棟（相賀）

あけぼの団地 B棟（相賀）

あけぼの団地 C棟（相賀）

汐ノ津呂団地（相賀）

矢口白越団地（矢口浦）

前桂団地（H3年築）（船津）

1戸（3階・3DK）

2戸（4階・3DK）

1戸（4階・3DK）

2戸（2階、4階・3K）

4戸（1階、3階、4階・3DK）

3戸（3階・3DK）

10,800 円  ～ 16,200 円 

12,300 円  ～ 18,300 円 

15,500 円  ～ 23,000 円

9,000 円  ～ 13,400 円

15,600 円  ～ 23,200 円

21,000 円  ～ 31,300 円

職種および採用予定人員
　紀北町地域包括支援センター正規職員　１名
　紀北町地域包括支援センター嘱託事務職員　１名
　社会福祉協議会嘱託事務職員　１名

年齢条件
　平成 30 年４月１日時点で 35 歳未満の方

必要な免許資格　
　社会福祉士（紀北町地域包括支援センター正規職員希望
　の方のみ）・普通自動車一種免許

応募期間
　１月 10 日（水）～ 25 日（木）

試験日・会場
　１月 31 日（水）　社会福祉会館

社会福祉協議会・地域包括支援センター職員募集

問い合わせ・書類提出先　紀北町社会福祉協議会　℡ 47-0725（長島）

試験日

1/31
（水）

町営住宅・特定公共賃貸住宅入居希望者募集随時
募集中

小松原みどり団地（船津） 1戸（2階建て・2LDK） 54,000 円
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問い合わせ　紀北町学習センター　℡33-0025　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡46-3125

パソコン教室受講生募集募集

　１月～３月の講座を開催します。ぜひご参加ください。
対象　町内在住、または町内に勤務している18歳以上の方
受講料　各講座 1,000円（申込時にお願いします。）
募集期間　1月 5日（金）～ 12 日（金）
定員　各講座 10 名（先着順）

申請方法
　紀北町学習センターおよび教育委員会本庁生涯学習課で
交付の申込書にてお申し込みください。
※電話での申し込みはできません。また、各講座で参加者
が 3名に満たない場合は、中止することがあります。

講座および内容 時　間

午前 10時～正午

午前 10時～正午

午前 10時～正午

開　催　日

13日（火）、14日（水）、16日（金）
20 日（火）、21日（水）、23日（金）

23 日（火）、24日（水）、26（金）
30 日（火）、31日（水）

6日（火）、7日（水）、9日（金）
13日（火）、14日（水）、16日（金）

2日（金）

1月

2月

3月

2月

講座 A　初めてのパソコン
【紀北町学習センター】

講座 B　エクセル入門
【東長島公民館】

講座 C　ワード・エクセルの
便利機能（1）・（2）

【紀北町学習センター】

　『小・中学生のこころといのちの大切さを伝えるメッセージ』に501点の応募があり、入賞作品が決定しました。心が元気な
とき、落ち込んだとき、どんなときにもこのメッセージを読んでいただき、心・命のたいせつさを感じていただけると幸いです。

【中学校の部】聞こえていますか　一人ひとりの心の声（潮南中学校３年　松田彩音さん）
【小学校高学年の部】今日のこと　家族に話して　笑い合う（船津小学校６年　服部未来さん）
【小学校低学年の部】ともだち　かぞく　みんな　ぼくのたからもの（相賀小学校１年　杉谷虎太郎さん）

【中学校の部】「がんばれ」より「がんばろう」　（潮南中学校３年　濵畑百葉さん）
　　　　　　  「ありがとう」言葉で伝わる　感謝の気持ち（紀北中学校２年　東舞香さん）

【小学校高学年の部】素直に言おう　君の気持ち（引本小学校６年　細川陽生さん）
　　　　　　　　　  「親友やで」その言葉が宝物（東小学校５年　宮原雫さん）

【小学校低学年の部】　友だちからのがんばれで　ゆう気がだんだんわいてくる（矢口小学校３年　奥村吏央さん）
　　　　　　　　　　えがおになるね　ありがとうと　ごめんなさい（赤羽小学校１年　西田ひなたさん）

平成 29 年度紀北町『小・中学生のこころと
いのちの大切さを伝えるメッセージ』入賞作品

問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡ 46- 3122　海山総合支所福祉環境室福祉保健係　℡ 32- 3904

入賞

特選

入選
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

女性消防団の防火紙芝居  ～火遊びしません！～
11/13　志子保育所・ひかり保育園

いきいき子ども学園交流会  ～年に１度の両地区合同開催～
11/18　海山体育館
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紀北健康センターオープニングイベント
～ロンドン五輪メダリスト鈴木聡美選手の泳法指導＆町民水泳大会～

11/19　紀北健康センター

切り絵って楽しいね♪～１・２年生が一緒に体験～
11/20　赤羽小学校
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西小学校マラソン大会 ～一生懸命走ったよ！～
11/29　西小学校周辺
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今月号の表紙について ～しめ縄作り～

　 4月に田植えを行い、8月に稲刈りをした
もち米とワラで、しめ縄作りと餅つきを体
験しました。地域の方と交流しながら伝統
と技術を学びました。

しめ縄作りと餅つき（船津小学校）

12 月 16 日

▲しめ縄作りの様子

ふなつ幼稚園生活発表会
～とても上手にできました　～

12/2　ふなつ幼稚園

▶
餅
つ
き
の
様
子
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1 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 児童図書室から 紀伊長島図書室から

「ノーマンズ
　　　　ランド」

「図書名」/著者名

「おもかげ」/浅田次郎

「大獄 西郷青嵐賦」/葉室麟

「彼方の友へ」/伊吹有喜

「Ｄの遺言」/柴田哲孝

「異形のものたち」/小池真理子

「こわいもの知らずの病理学講義」

　　　　　　　　　　　 /仲野徹

「小さい林業で稼ぐコツ 軽トラと

チェーンソーがあればできる」

　　　　　　 /農山漁村文化協会

「歌舞伎の解剖図鑑」/辻和子

「悪魔とのおしゃべり」

　　　　　　　 /さとうみつろう

誉田哲也

「ノラネコ
　ぐんだん
 アイスのくに」

「図書名」/著者名

「しんかんくん でんしゃのたび」

　　　　　　　　　　　 /のぶみ

「ワニのワッフルケーキやさん ワ

ニッフル」/谷口智則

「ほねほねザウルス ティラノ・ベ

ビーのぼうけん」

　　　　/ぐるーぷ・アンモナイツ

「かいけつゾロリのちていたんけ

ん」/原ゆたか

「マンガでマスター（9）  競技かる

たで勝つ！百人一首教室」

　　　　　　　　　/坪田翼 監修

「ギネス世界記録 2018」

　　　　 /クレイグ・グレンディ

☆１月はおもち、犬をテーマにし

た展示を行います。

工藤ノリコ

「光の犬」

「図書名」/著者名

■一般図書

「覆面作家」/大沢  在昌

「百貨の魔法」/村山 早紀

「ホワイトラビット」/伊坂 幸太郎

「見た目レシピいかがですか？」

　　　　　　　　　　/椰月 美智子

「革命のファンファーレ」

　　　　　　　　　　/西野  亮廣 

■児童図書

「ハムスターのすてきなお仕事」　

　　　　　　　　/あんびるやすこ

「エナガの一生」

　　　　　/松原 卓二　萩岩 睦美

松家 仁之

KIHOKU TOWN LIBRARY

現在、絵本の読み聞かせ
ボランティアを募集しています

詳しくは教育委員会本庁
生涯学習課まで
お問い合わせください 
 ℡ 46-3125

●海山図書室および児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時まで閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金 /午前９時～午後６時　
土・日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時まで閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

1月６日（土）
午前10時30分～

えほんのよみきかせと、幼児
向けの工作あそびをします。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
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けんこうの広場

　適切な生活習慣にコツコツ取り組み、着実に成果を上げたい方におすすめ！

▷開催期間　２月 28 日（水）まで

　『ちょい減らし + 10』は町の健康づくりの合言葉です。ちょい減らし ＋10 
チャレンジ記録表に『ちょい減らし』したい食事に関する目標と、『＋10』し
たい運動に関する目標を、生活状況や体力に合わせて設定し、設定した目標が
達成できたら記録カレンダーに○をつけていくというものです。合計 100日達
　　　　　　　　　　　　　　　成ごとに、記念品のプレゼントがあります !!
　　　　　　　　　　　　　　　※ 記入方法や、1人ひとりにあった目標設定の
　　　　　　　　　　　　　　　　方法についてもお気軽にご相談ください！

　ご自身やご家族などの健診の内容や健康・病気などについて、保健師や管理栄養士が

お話を伺い、適切な対処方法についてのご提案や情報提供・検査値の説明をさせていただきます。健診結果が表している意

味と、それに対する改善方法について気軽に相談し、ココロも体もスッキリさせましょう！

▷日時・場所　ご相談に応じます。

▷対象　町内在住の方

※より適切に対応するために、事前に問い合わせ・申し込みください！

　ご自身にあった事業などを活用し、健康の維持・増進に努めましょう。

　気軽で効果的な体操を実践したいあなたにおすすめ !!
きほく活活体操は 1回約 4分間の町のオリジナル体操です。

▷効果　肩こりや腰痛の予防、改善、姿勢の矯正、筋力の
強化、生活習慣病の予防・改善、心と体のリラクゼーショ
ンなど
▷体操に自信がない方でも安心
・体操を立って行うことが不安な方でも、座って行えます。

　昨年、健康診断を受けられた方は健診結果が届いていると思いますが、結果はいかがでしたか？健康診断は生活習慣病な

どの病気の早期発見につながります。自覚症状がなくても、健診結果には体の変化が表れている事が多く、できるだけ早く

かつ適切に対処する事が、病気の進行の予防や改善につながります。

健診結果で異常が見つかった方放置は絶対に危険です！！

・ケーブルテレビ（123ch）で好評放送中！
①   8：00 ～   8：30
② 15：30 ～ 16：00
③ 20：00 ～ 20：30
④ 行政放送番組『ふるさと紀北町』の文字放送後の7分30秒
☆必要な方にCD・DVD、体操方法が書かれたチラシを、本
　庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室にて無償で
　配布しています。

「ちょい減らし ＋10」チャレンジ

明けましておめでとうございます
新しい一年も健康で過ごしたいですね

紀北町のホームページから
ダウンロードができます！

保健師・管理栄養士による個別健康相談

どのように対処すれば
よいか分からないと
いう方はぜひ !!

「きほく活活体操」のご案内

あわせて、事業所単位での健康づ
くりを目的に、『ちょい減らし ＋
10 チャレンジ』の取り組み事業所
を募集しています。取り組みを通
じて、会社のさらなる活気や元気
につなげていきませんか？

プラス・テン

プラス・テン プラス・テン

プラス・

テン

プラス・テン

問い合わせ

46-3122本庁福祉保健課
地域保健係
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

感染症情報（11月13日～12 月3日分）
紀北地区の感染症の動向をおしらせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

感
染
症
胃
腸
炎

百
日
咳

手
足
口
病

咽
頭
結
膜
熱

（人）
0

2

4

6

8

10

Ａ
群
溶
レ
ン
菌
咽
頭
炎

11/13～11/19

11/20～11/26

11/27～12/3

か と う 小 児 科
か と う 小 児 科
木 ノ 内 医 院

火
日
日

1/2
1/7
1/21

月日 曜日 紀　　北 電　　話
47-3341
47-3341
47-4346

受診する前に電話で連絡してください。
時間は9：00～17：00です。
変更がある場合がありますのでご注意ください。
紀北医師会ホームページ　http://kihoku-med.or.jp/

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院のみで対応します。

紀北医師会休日診療当番表

3 歳 6ヵ月児健診
1月11日（木）海山総合支所別館 2階けんこうの広場

H26.4.13 ～ 7.11 生まれのお子さん
◆対象者には、通知書を郵送します。忘れずに受診し
　てください。　

【 対 象 】

1月  15日（月）海山総合支所別館 2階けんこうの広場

※いずれも母子健康手帳を
　持参してください。

10：00 ～ 11：30

1月17日（水）東長島公民館
10：00 ～ 11：00

【 時 間 】

【 時 間 】

赤ちゃん相談

乳がん検診（マンモグラフィ）・
子宮頸がん検診追加募集

1月  16日（火）矢口浦集会所
13：30 ～ 15：00

2月23日（金）東長島公民館
13：30 ～ 15：00

【 時 間 】

【 時 間 】

2 歳 6ヵ月児歯科健診
1月18日（木）海山総合支所別館 2階けんこうの広場

H27.4.20 ～ 7.18 生まれの
お子さん

◆対象者には、通知書を郵送します。
　忘れずに受診してください。　

【 対 象 】

定員になり次第締め切ります。
今年度まだ受診されていない方は
お早めに申し込みください。

乳がん検診（マンモグラフィ）
　40 歳以上の女性
子宮頸がん検診
　20 歳以上の女性

◆子宮頸がん検診は海山レディースクリニックでも
　受診可能です。ご希望の方は予約不要ですので、直
　接受診してください。

【 対 象 】

けい

けい

け い

今年度最後の検診です！
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手
話
講
座

〜
聞
こ
え
な
い
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？
〜

　

昨
年
４
月
１
日
に
三
重
県
手
話
言

語
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
手
話
や
聴
覚
障
害
者
（
ろ
う

者
）
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
、
今
す
ぐ
使
え
る
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時

１
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所

紀
北
町
社
会
福
祉
会
館

２
階　

大
会
議
室

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限

１
月
25
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡（
47
）
０
７
２
５
（
長
島
）

℡（
32
）
３
３
５
５
（
海
山
）

里
親
説
明
会
in
熊
野
の

開
催
に
つ
い
て

　

県
内
に
は
、
親
の
病
気
や
事
故
、

養
育
困
難
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
保

護
者
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
家
庭

へ
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
を
も
っ

て
育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
里
親
」

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）

▽
日
時

１
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所

熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

交
流
ホ
ー
ル

▽
内
容

○
里
親
体
験
談

県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
里
親
さ
ん

の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
知
っ
て
ほ
し
い
里
親
制
度

里
親
に
な
る
ま
で
の
流
れ
、
三
重
県

の
現
状
な
ど
制
度
に
つ
い
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
質
問
コ
ー
ナ
ー

ご
希
望
の
方
は
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー　

℡
０
５
９
（
２
３
１
）
５
６
６
９

森
林
（
水
源
地
域
内
）
の

土
地
取
引
に
は

事
前
届
け
出
が
必
要
で
す

　

三
重
県
水
源
地
域
の
保
全
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
水
源
地
域
内
の

土
地
取
引
を
行
う
場
合
は
、
30
日
前

ま
で
に
県
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

届
け
出
が
必
要
な
水
源
地
域
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
農
林
水
産
事
務
所
森
林
・
林
業
室

℡（
23
）
３
５
０
４

税
務
署
か
ら

相
談
窓
口
の
お
し
ら
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
税
務
相
談
室

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
よ

く
あ
る
税
に
関
す
る
ご
質
問
に
対
す

る
回
答
を
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

と
し
て
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

　
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
利
用
す

る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
、「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/taxansw

er

○
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

①
尾
鷲
税
務
署
へ
お
電
話
を
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

②
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
１
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

（
案
内
の
途
中
で
も
押
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

③
自
動
音
声
に
従
っ
て
、相
談
し
た
い

内
容
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

尾
鷲
税
務
署　

℡（
22
）
２
２
２
２

『
尾
鷲
法
人
会
』
か
ら

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
寄
贈

　

平
成
29
年
11
月
に
（
一
社
）
尾
鷲

法
人
会
紀
伊
長
島
支
部
・
海
山
支
部

様
よ
り
東
小
学
校
、
潮
南
中
学
校
に

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
４
台
ず
つ
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

災
害
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

℡（
46
）
３
１
２
４

有料広告
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長　

島　
　

森
本　
　

守　

 　

三
万
円

島
勝
浦　
　

加
藤　

宏
治 　
　

二
万
円

河　

内　
　

中
村　

高
秋　

 　

三
万
円

島
勝
浦　
　

山
下　

一
郎　

 　

三
万
円

矢
口
浦　
　

野
村　
　

亨　

 　

二
万
円

引
本
浦　
　

東　
　

雅
臣　

 　

二
万
円

引
本
浦　
　

糸
川　

公
朗　

 　

三
万
円

引
本
浦　
　

奥
村　

伴
昭　

 　

三
万
円

東
紀
州
三
郎
会　

 　

二
万
五
五
〇
四
円

自
治
労
三
重
県
本
部
町
村
協
議
会　

 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
万
円

住　

所　

子
の
名
前　
　

  

保
護
者

東
長
島　

東　

 

琉
翔　

 　

斉
希

便
ノ
山　

家
崎 

未
愛　
　

 

拓
也

馬　

瀬　

奥
村 

結
杏　

 　

真

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

長　

島　

東 

は
や　
　
　
（
86
歳
）

島　

原　

久
保 

寛　
　
　
（
86
歳
）

長　

島　

森
本 

純
子　
　
（
83
歳
）

東
長
島　

東 

政
子　
　
　
（
88
歳
）

長　

島　

長
井 

孝
之　
　
（
58
歳
）

長　

島　

南
部 

厚
子　
　
（
72
歳
）

長　

島　

酒
井 

正
男　
　
（
87
歳
）

東
長
島　

東 

十
三
夫　
　
（
79
歳
）

中　

里　

上
ノ
坊 

卓
也　
（
87
歳
）

矢
口
浦　

尾
上 

笑
次　
　
（
82
歳
）

島
勝
浦　

篠
原 

義
人　
　
（
69
歳
）

相　

賀　

高
濵 

正
和　
　
（
67
歳
）

矢
口
浦　

野
村 

三
也　
　
（
81
歳
）

船　

津　

伊
藤 

す
み
か　
（
86
歳
）

引
本
浦　

伊
藤 

侑
子　
　
（
92
歳
）

相　

賀　

植
村 

一
枝　
　
（
100
歳
）

引
本
浦　

奥
村 

和
子　
　
（
90
歳
）

引
本
浦　

糸
川 

善
久　
　
（
71
歳
）

相　

賀　

兵
後 

牧
子　
　
（
88
歳
）

戸籍の窓
【平成29年11月1日～30日受付分】

（敬称略）

【
平
成
29
年
11
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す  

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】　

本庁住民課住民係　℡46-3117

　心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もしも

のときに備えましょう。

▷日時　1 月 9 日（火）午後１時～４時

▷場所　海山消防署

※申し込みは前日までにお願いします。

【問い合わせ・申し込み】

海山消防署　℡33- 1119

▷日時・場所　ご相談に応じます。

▷対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や

　　　　ご家族

【問い合わせ・申し込み】　

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

老人福祉センター
２階

午後3時～5時30分

1月
18日（木）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談
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2018.1 
N
o.147

（
平
成
29
年
12
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
16,225

人
　
　■
世
帯
数
：
8,052

世
帯

■
男
：
7,648

人
　
　
　
　
女
：
8,577

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに本庁企画課広報係までお申し込みください。

世古　愛雛ちゃん

平成 29年1月16 日生まれ

クソガリなマヒちゃん♡♡これからも、元
気いっぱいにすくすく育ってね！！

＜矢口浦＞文哉・晴巳さん

ま ひ な

紀北町長　尾上壽一　年頭のごあいさつ
正・副議長および各常任委員などが選出され
ました/議長就任のあいさつ
結婚新生活支援事業費補助金/ 20歳になっ
たら国民年金
1月はごみ収集日が異なります / 精神科医
師による『こころの健康相談』
東海三県一市グリーン購入キャンペーン/PCB
廃棄物の処理期限が迫っています
紀北町成人式のご案内 / 紀北町立海山公民
館開館30周年記念「上方演芸会」公開録音
認知症の方を介護する家族のつどい・さくら
んぼカフェ /じんけんコンサートあなたに会
えてよかった /住民公開講座

P02
P04

P05

P06

P07

P08

P09

公民館合同作品展 いきいきこども学園作
品展も同時開催 / 紀北町社会教育振興大
会開催
町営住宅・特定公共賃貸住宅入居希望者募
集 / 社会福祉協議会・地域包括支援センター
職員募集
パソコン教室受講生募集 /平成29年度紀北
町『小・中学生のこころといのちの大切
さを伝えるメッセージ』入賞作品
Kihoku　Playback
図書室だより
けんこうの広場
くらしの情報
戸籍の窓
にじいろスマイル

P10

P11

P12

P13
P17
P18
P20
P21
P22
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